
有田川町における
森林経営管理制度の取組

和歌山県有田川町産業振興部林務課 上田隆章
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有田川町の紹介 ぶどう山椒

みかん
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地勢と森林資源

面積 備考
森林面積 27,022ha 農林業センサス

2020
私有林 24,223ha 農林業センサス

2020
人工林 17,796ha 農林業センサス

2020

面積 35,184ha
人口 24,954人 令和６年12月31日現在

森林率 人工林率
旧吉備町 28％ 19％
旧金屋町 69％ 53％
旧清水町 91％ 86％

R2年業務資料
3



実施体制

• 平成29年度に産業課内に林務班（2名）を設置
• 令和２年度に林務課を新設
• 正職員3人＋会計年度任用職員1人の4人体制
• 令和４年度に有田川町林業振興センターを設置
• 林業の専門職は0人

林務課
4人

（会任１人含）

産業課
９人

（会任２人含）

商工観光課
8人

（会任１人含）

産業振興部
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※令和６年４月１日現在



森林経営管理制度の取組状況

意向調査 集積計画 配分計画 市町村管理事業
（間伐）

令和元年度 1,465.26ha 5.13ha - -

令和２年度 1,703.38ha 64.78ha 7.45ha 14.74ha 

令和３年度 1,722.22ha 83.36ha - 37.51ha

令和４年度 1,434.87ha 127.75ha - 58.29ha

令和５年度 1,119.04ha 62.85ha - 43.07ha

計 7,444.77ha 343.87ha 7.45ha 153.61ha

令和6年3月31日時点
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意向調査
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意向調査①

業務の委託

直営と業務委託の併用
・直営…旧吉備町地域
・委託…旧金屋町地域

旧清水町地域

委託方法
地域の実情に精通している
森林組合と随意契約

直営 委託委託
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意向調査②

意向調査の方針

●山林所有者には高齢者が多いので、できるだけ早く実施
→町全体を10年間で一巡するように計画する
（直営地域は4年で一巡する計画→R4で完了）

●地籍調査の完了している地域を優先的に実施する
地籍調査の進捗率は町全体で96％
※国土交通省地籍調査webサイトより

●調査対象抽出に施業履歴を考慮しない
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意向調査③

意向調査場所の選定

直営

委託

委託

令和元年度実施
令和２年度実施
令和３年度実施
令和４年度実施
令和５年度実施
令和６年度実施
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意向調査④

調査票様式

調査票は、町の封筒に入れて
送付しています。

意向調査票（A3両面）・別紙所有山林一覧（A4片面）
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意向調査⑤

意向調査実施スケジュール

令和４年

７月７日

委託契約

令和４年

８月５日

調査票発送

令和４年

９月９日

調査票

回収締切

令和４年

9～10月

未提出者への

提出のお知らせ

(再送・電話・訪問)

令和４年

10月31日

実績報告作成

(委託契約終了)

令和４年度実績
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意向調査⑥

意向調査結果
旧吉備町 旧金屋町 旧清水町 計
直営 委託 委託 -

田角・船坂・長谷・出 尾上・小原・生石 粟生・二川・東大谷 -
50.09 391.46 993.30 1,434.85

97 741 975 1,813
44 305 432 781

回収数 10 129 179 318
回収率 22.7% 42.3% 41.4% 40.7%
回収数 36 231 327 594
回収率 81.8% 75.7% 75.7% 76.1%
人数 23 153 234 410
筆数 53 328 486 867

面積(ha) 22.82 155.59 431.07 609.48
人数 7 47 58 112
筆数 16 223 276 515

面積(ha) 7.7 148.08 424.23 580.01
自ら経営管理及び民間委託

対象筆数

形態
対象地

対象面積（ha）

送付者数

最終調査結果

町に委託の意向

締切日(9月9日)時点

令和４年度実績

12

回答者の69％が町に委託す
ることを検討したいと回答


Ｒ2年度

						旧吉備町 キュウ キビ チョウ		旧金屋町 キュウ カナヤ チョウ		旧清水町 キュウ シミズ チョウ		計 ケイ

		形態 ケイタイ				直営 チョクエイ		委託 イタク		委託 イタク		-

		対象地 タイショウチ				田角・船坂・長谷・出 タズミ フナサカ ハセ デ		尾上・小原・生石 オウエ オハラ オイシ		粟生・二川・東大谷 アオ フタガワ ヒガシオオタニ		-

		対象面積（ha） タイショウ メンセキ				50.09		391.46		993.30		1,434.85

		対象筆数 タイショウ フデ スウ				97		741		975		1,813

		送付者数 ソウフ シャ スウ				44		305		432		781

		締切日(9月9日)時点 シメキリビ ガツ ヒ ジテン		回収数 カイシュウ スウ		10		129		179		318

				回収率 カイシュウ リツ		22.7%		42.3%		41.4%		40.7%

		最終調査結果 サイシュウ チョウサ ケッカ		回収数 カイシュウ スウ		36		231		327		594

				回収率 カイシュウ リツ		81.8%		75.7%		75.7%		76.1%

		町に委託の意向 チョウ イタク イコウ		人数 ニンズウ		23		153		234		410

				筆数 フデ スウ		53		328		486		867

				面積(ha) メンセキ		22.82		155.59		431.07		609.48

		自ら経営管理及び民間委託 ミズカ ケイエイ カンリ オヨ ミンカン イタク		人数 ニンズウ		7		47		58		112

				筆数 フデ スウ		16		223		276		515

				面積(ha) メンセキ		7.7		148.08		424.23		580.01









意向調査⑦

調査に協力してくれた
山主への御礼状

●１年間程度かけて検討するこ
とを明示することで、所有者に
気長に待ってもらうため。

●集積計画作成にあたり、電話
連絡する際に受入れてもらいや
すいようにするため。

山林所有者のみなさま 

 

意向調査回答の御礼 

 
この度は、森林経営管理法に基づく意向調査にご協

力いただき誠にありがとうございます。有田川町では

この調査結果をもとに今後１年間をかけて対象地区

の森林の管理方法を検討してまいります。検討にあた

り、改めてご連絡を差し上げることもあるかもしれま

せんが、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

 
 
 
 

有田川町役場 林務課  

 （お問合せ 0737-22-4525） 
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山林所有者のみなさま



意向調査回答の御礼



この度は、森林経営管理法に基づく意向調査にご協力いただき誠にありがとうございます。有田川町では、この調査結果をもとに今後１年間をかけて対象地区の森林の管理方法を検討してまいります。検討にあたり、改めてご連絡を差し上げることもあるかもしれませんが、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。

[image: ]







有田川町役場　林務課　

	（お問合せ　0737-22-4525）



image1.png









意向調査⑧

意向調査にあたり工夫した点

回答者にお礼状を送る
意向調査について記載したチラシを回覧

町の封筒で調査票を発送する

親族の帰省時期（お盆）を狙って意
向調査票を送付
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意向調査⑨

意向調査の委託契約における採用単価
令和３年度より面積あたり単価から筆あたり単価へ変更

    

【参照】森林経営管理法の事務にかかる
業務参考資料

作業内容 林野庁
歩掛かり

有田川町
歩掛かり

施業履歴整理 0.04 －
森林所有者への事前説明 0.04 －

森林情報収集 0.16 0.16

意向確認 0.10 0.10

事務手続き 0.06 0.06

計 0.40 0.32
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令和２年度

R2採用単価 0.32×19,300円※＝6,176円/ha

作業内容 歩掛り 計

情報整理

調査対象筆の情報整理（林班図） 0.02

0.14 

調査対象筆の情報整理（人工天然別） 0.02
調査対象筆の情報整理（経営計画） 0.01
共有者・その他権利者整理 0.02
意向調査対象地判定結果作成 0.01
意向調査集計表作成 0.02
所有山林一覧集計表作成 0.02
共有者等一覧表作成 0.02

調査・報告

調査票封入作業 0.01

0.09 

意向調査用紙準備・印刷 0.01
所有山林一覧用紙準備・印刷 0.01
回答情報入力 0.01
入力情報チェック作業 0.01
打合せ・進捗管理 0.01
戸別訪問・電話確認・再送 0.02
報告書の作成印刷製本 0.01

計 0.23

令和３年度

※町直営事業の歩掛り調査を実施したうえで設定
R3採用単価 0.23×19,300円＝4,439円/筆

※和歌山県公共工事設計単価表：普通作業員



集積計画
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集積計画①

集積計画作成の方向性

直営エリア
経営計画作成が困難なため市町村森林経営管理事業としての集積計
画作成を検討。

委託エリア
経営計画が作成できることをイメージして候補地を選定。
既存の経営計画がある場合は、面的なまとまりを意識して集積計画作
成を検討。

→配分計画作成が期待できるところは事業公募へ
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集積計画②

調査結果の色分け（当初）

回答別で筆を色分け

A0サイズの図面に蛍光
ペンで手書き

いい方法はないか？

■ 町に委託

■ 民間業者に委託

■ 自己管理

当初
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• 回答結果をGISの
属性情報として
取り込んで管理。

集積計画③

調査結果の色分け（GIS改修後）

■ 町に委託

■ 民間業者に委託

■ 自己管理

■ 意向不一致

■ 未回答

必要に応じた地図
表現が可能
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集積計画④

集積計画策定方針

以下の要件のいずれかに該当する山林を集積計画策定地として選定する。
① 経営計画策定が期待できる山林
② 既存の経営計画と一体的な施業が期待できる山林
③ 和歌山県が作成する土砂災害マップにおける土砂災害の危険がある箇所

付近の山林
④ 災害時の土砂崩れ、風倒木の発生により、住宅被害の可能性がある山林
⑤ 災害時の土砂崩れ、風倒木の発生により、住民が日常的に往来する道路

を寸断する可能性がある山林
⑥ 緊急に施業が必要とされる山林
⑦ 概ね3ヘクタール程度の施業の集約化が見込める山林
⑧ 町長が特に認める山林
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集積計画⑤

集積計画の基本条件

存続期間は10年が基本

間伐を1回以上実施

森林保険は山主が負担（任意）

年1回の巡視
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集積計画候補地選定の様子



集積計画⑥

同意取得の流れ

①個別訪問 １回目（制度説明・ヒアリング）
↓

②現地踏査
↓

③現況調査報告書・集積計画案の作成
↓

④個別訪問 ２回目（集積計画への同意）

※遠方在住者への対応など、状況に応じて電話・郵送のみで実施する場合もある。
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集積計画⑦

森林現況調査書兼施業計画書

• 筆単位で作成

• 山林の現況写真

• 今やるべき施業

• 長期的な施業方法
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集積計画⑧

集積計画同意取得で工夫した点

山林所有者にもわかりやすい資料づくり

集積計画は、配分計画にも対応できる内容にする。

ヒアリングシートに要望・権利関係を整理
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集積計画⑨

集積計画同意取得に関する委託業務の採用単価
令和３年度より面積あたり単価から独自方式に変更

作業内容 林野庁
歩掛かり

有田川町
歩掛かり

施業履歴整理 - 0.04

踏査による路網の線形調査・線形の合意形成 0.33 0.11

計画対象箇所の林分調査、施業方法の検討 0.80 0.80

経営管理集積計画（案）の作成と同意取得 0.33 0.33

事務手続き 0.06 0.06

計 1.52 1.34

【参照】森林経営管理法の事務にかかる業務参考資料 意向調査と同じエリアをそれぞれの森林組合へ委託
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R2採用単価 1.34人×19,300円※＝25,862円/ha

作業内容 歩掛かり 積算数量

聞き取り
経営管理制度説明 0.10 所有者数ヒアリングシート作成 0.30

施業提案

現地踏査 0.40

筆数
権利関係の整理 0.50
施業履歴の整理 0.20
対象地の位置確認 0.03
森林現況調査書兼施業計画書作成 0.50

同意取得

打合せ・進捗管理 0.10

集積計画数
集積計画案作成 0.30
集積計画案の説明・同意取得 1.50
集積計画のとりまとめ・成果品作成 0.30

※町直営事業の歩掛り調査を実施したうえで設定
※所有者数・筆数・集積計画数に連動させている

令和２年度 令和３年度

※和歌山県公共工事設計単価表：普通作業員



集積計画⑩

事例の紹介
令和３年度より面積あたり単価から独自方式に変更

令和元年度 意向調査を実施し、「町委託希望」と回答される

令和２年度 対象エリアにて集積計画検討されるが候補地とならず

令和４年８月 倒木が町施設に突き刺さる事故が発生
現地調査をすると、風倒木や枯損木の存在が判明

令和４年１０月 集積計画公告

令和４年１２月 施業発注
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●建物付近の山林でのケース

人家まわりでの集積計画の重要性を再認識



集積計画を作成しなかった山主への間伐補助金紹介

意向調査を経て町による経営管理を
検討したものの、集積計画作成には
至らなかった山主に対して、作成し
なかった旨を通知するとともに町単
切り捨て間伐補助金による森林整備
を推奨。

事前に森林組合に協力要請し、チラ
シには森林組合の連絡先も記載。

↓
森林組合にとっても疎遠な山主とコ
ミュニケーションをとるきっかけと
なり、施業地掘り起こしや組合員新
規勧誘のメリットがある。
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町単間伐補助金チラシ



町単切り捨て間伐補助金の活用
有田川町切り捨て間伐支援事業補助金
森林環境譲与税を財源として、切り捨て間伐への補助制度を創設。

町へ委託を希望

町の要件に合致する

町の要件に合致しない

集積計画作成

町単補助金の活用を案内

令和2年度 36ha
令和3年度 109ha
令和4年度 115ha
令和5年度 83ha

【実績】

意向調査未実施だが
間伐を希望する森林

補助金額 16万5千円/ha
※間伐率20％
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自己管理・民間委託



配分計画
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配分計画①

意欲と能力のある林業経営者

意欲と能力のある
林業経営者

林業経営に
適さない森林 市町村管理事業

林業経営に
適した森林

再委託

有田地方の希望事業者

8事業者
（うち町内 3事業者）

※令和7年1月1日現在
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配分計画②

配分計画候補地の選定

道路との位置関係

地元事業者のニーズ把握

既存の経営計画との位置関係
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配分計画③

民間事業者への公募

林野庁「事務の手引き」を
参考にした町要綱に基づき、
選定委員会を設置し、民間
事業者からの企画提案を
「審査方法及び基準」に基
づいて選定。

民間事業者の選定委員会 5名
・有田川町産業振興部長
・有田川町林務課長
・和歌山県有田振興局
・わかやま森林と緑の公社
・京都大学和歌山研究林

→令和2年度に1件
（7.45ha）を公告
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市町村森林経営管理事業
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市町村森林経営管理事業①

施業内容の決定

現地踏査（直営）
・外周の境界確認（テープで明示）
・プロット調査
・施業の除地の確認

※GPS機能のあるカメラがあると便利

施業計画書を参考にしながら施業内容決定
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市町村森林経営管理事業②

事業費の積算

直接経費

間接経費

森林環境保全整備事業
の単価を参考に算出

※間接費として共通仮設費・現場管理費を計上（造林事業方式）

令和2年度に和歌山県から積算支援ツール（Excel）が提供された
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市町村森林経営管理事業③

事業の発注

入札を実施
入札の参加者は、「役務の提供（森林整備）」登録の
ある事業者
・市町村管理事業実施にあたって新たに追加。
・町内の7事業者が登録。（R6.4.1現在）

【実績】令和2年度 3件 14.74ha（間伐）
令和3年度 9件 37.51ha（間伐）
令和4年度 11件 58.29ha（間伐）
令和5年度 12件 43.07ha（間伐）
令和6年度 19件 83.90ha（R6.12.31現在）
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市町村森林経営管理事業④

施業写真

作業中 作業完了後（間伐率30％）
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市町村森林経営管理事業⑤

完了検査

• 施業完了後は課員で
の現地検査

• 森林整備の検査規程
を作成
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市町村森林経営管理事業⑥

事業発注全体の流れ
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市町村森林経営管理事業⑦

落札事業者に提出してもらっている書類

40

内容 時期 様式 備考
着手届 契約締結後5日以内 指定様式
工程表 契約締結後14日以内 任意様式

施工計画書 着手まで 任意様式 安全管理や施業方法について記載する。

現場代理人通知書 着手まで 指定様式

内容 時期 様式 備考
完了通知書 完了後 指定様式
現場写真 完了後 任意様式 整理したものを紙媒体で提出するとともに、データを

CD-Rに記録して納品。撮影箇所を記入した図面を提出。

契約から業務着手まで

業務完了後



森林経営管理制度に取り組んでみて

時には割り切りも必要

困ったら助けてもらう

とりあえず やってみる

41



その他
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• 森林整備を促進するには、担い手の確保は不可欠
→町内事業体に新たに正規雇用される現場職員に奨励金を支給

就業時一時金 30万円
月額奨励金 2万円/月(24カ月)

※５年以内に離職した場合は返還
→定着率向上に期待

林業従事者就業奨励金

総額
78万円

43

【実績】令和３年度 １名
令和４年度 ４名
令和５年度 ０名
令和６年度 ３名



木材の利用・木育の推進

新生児に町産材を使った積み木を贈呈 こども園での木材加工体験

4カ月検診の際に、新生児の氏名・生年
月日を刻印したものを贈呈。

粗削りの木片を紙やすりでこすって、こ
ども園の積み木を作成。
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